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私たちは、これまで平成 26 年 11 月に策定した「境づくり計画」（計画

期間：平成 26～令和５年度）に基づいて地域づくりに取り組んできました。 

計画期間が終了した令和６年度、10 年間の境づくりを振り返り、これか

らの５年間の地域づくりについて考え、 

意見を出し合い「第２期境づくり計画」 

を策定しました。 

この計画の期間は、令和７年度から 

令和 11 年度までの５年間です。 

第２期計画に基づき、行政や関係機 

関と協働し、力を合わせ、「地区の大目 

標」や「ありたい姿」の実現に向けた 

境づくりを推進していきます。 

熱く語れ 大きく動け 

人がふれあう 境浜魂 
～第２期境づくり計画～ 
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１ 第２期境づくり計画について 
 

▲令和６年度第２期境づくり計画 

▲策定推進委員会 
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２ 境づくり推進体制 

監事 

連携 

運営委員会 

境づくり計画 

策定推進委員会 

境地区住民 

わたしたちが境づくりを推進します。 

 

総務委員会 

交
通
安
全
境
部
会 

境地区公民館 

文

化

教

養

部 

体

育

協

会 

委員長 

副委員長 

 

30 名 

委員 

地区の組織・団体 

・振興会 

・境小学校 

・民生委員 

・老神神社役員会 

・きばろう会 

・婦人部 

・境老人クラブ 

・イキイキサロン元気会 

・牛根境郵便局 

・消防団 

・消防団後援会 

・境校区育成会 

・おじゃったもんせ実行 

委員会 

・ふれ愛会 

・デジタル専門部 

連携 

主事 

館長 

連携 福

祉

厚

生

部 

総

務

部 
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３ 第２期境づくり計画の概要 

地
区
の
大
目
標 

キ
ー
ワ
ー
ド 

こ
う
あ
り
た
い 

住環境 
Ｐ４～7 

人とのつながり 
Ｐ8～11 

住みやすい、 

残りたいと思える 

境をつくりたい 

地域資源 
Ｐ12、13 

にぎやかなふれあいの

場をつくりたい 

魅力あふれる境を 

盛り上げたい 

熱く語れ 大きく動け 人がふれあう 境浜魂 
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境のありたい姿（行動計画）

キ
ー
ワ
ー
ド

ありたい姿

境地区公民館

交通安全境部会

交通安全境部会

境地区公民館
地区住民

境地区公民館
地区住民

振興会

境地区公民館

だれが（関わる団体）

境地区公民館
地区住民

境地区公民館
振興会
民生委員

住
環
境

住みやすい、残りたいと思える境を
つくりたい
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鉄道公園をきれいに整備する。

国道等に設置した、鉄道公園への案内板を維持管理し、必
要があれば増設等を検討する。

災害弱者にやさしい避難計画や避難所づくりを行う。

独居老人を見守るための対策を考える。

ゴミ分別を教えあう体制をつくる。

買い物弱者の対策を行う。

乗合タクシーについて、地域のニーズに合う運行方法を要
望する。

危険箇所を把握し、安全に暮らせるよう対策を講じる。

国道付近にのぼりを設置し、交通安全の意識高揚を図る。

何をする
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境のありたい姿（行動計画）

キ
ー
ワ
ー
ド

ありたい姿 だれが（関わる団体）

住
環
境

境地区公民館
振興会
消防団

境地区公民館

住みやすい、残りたいと思える境を
つくりたい

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※１】 花見の時期、桜公園について広報誌で広報してほしい

【市関係課からの見解】 広報誌を含め、複数媒体での広報が可能です。

（企画政策課）

【地域からの要望※２】 避難所の折りたたみベッドを増やしてほしい

【市関係課からの見解】 当面は現時点で備蓄している簡易のベッドをご活用ください。

（総務課）

【地域からの要望※３】 光村文庫のトイレを簡易洋式にし、玄関のカギを新調してほ

しい

【市関係課からの見解】 トイレの簡易洋式化につきましては関係課と協議を行い検討

してまいります。

玄関のカギの修繕つきましては、対応いたしました。

（教育総務課）
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何をする

防災・防犯を地域で行う。
・防犯灯をLED化する。
・危険箇所など、設置が必要な場所へ設置する。
・防犯カメラの設置を関係機関と検討する。

地区で空き家対策を考える。
・空き家を活用した定住促進
・危険家屋への対応

※１ 桜公園の花見時期周知には、複数の広報媒体を活用できると思います。

広報誌では、桜まつりの実施期間を、ホームページやInstagramでは、リアルタイムの

開花状況を発信できると思いますので、広報したい内容についてご相談ください。

※２ 境小体育館に設置されている二つ折り式折りたたみベッドにつきましては、令和

３年度、市外の方から市内一部の指定避難所等に寄贈いただいたものです。

市としては、限られた予算を効果的に活用し、できるだけ多くの市民が緊急時に適切

な避難環境を確保できるよう努めております。現状、市内の指定避難所において利用さ

れている折りたたみベッドは寄贈品であり、高価なため、同等の予算であればワンタッ

チベッドを複数台購入することができます。

寄贈品である高価な折りたたみベッドは一部の方々に非常にありがたく感じていただ

いている一方で、市の限られた予算内で最も効果的に多くの避難者を収容・支援するこ

とを目指さなければならない現実があります。このため、より多くの避難者に対応可能

なワンタッチベッドを選択する方針を取っております。

平等性の観点でも、少数の高価なベッドよりも多数の安価なベッドを用意することで、

より多くの避難者に快適な避難環境を提供できると判断しております。ご理解とご協力

をいただけますようお願い申し上げます。

※３ 境小学校は台風等災害時の避難所として体育館が指定されており、基本的には洋

式トイレもあることからそちらを利用して頂きたいと考えておりますが、避難者多数の

場合、光村文庫のトイレ利用も想定されることからトイレの簡易洋式化について関係課

と協議を行い検討させていただきます。

玄関のカギの修繕つきましては、対応いたしました。
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境のありたい姿（行動計画）

キ
ー
ワ
ー
ド

ありたい姿 だれが（関わる団体）

境地区公民館
垂水市社会福祉協議会

境地区公民館
振興会
おじゃったもんせ実行委員会
きばろう会

境地区公民館

境地区公民館

境地区公民館
おじゃったもんせ実行委員会

人
と
の
つ
な
が
り

にぎやかなふれあいの場をつくり
たい

老人クラブ
境地区公民館

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※４】 総会等でのごみ分別説明に使用する資料を提供してほしい

【市関係課からの見解】 提供いたします。（生活環境課）

【地域からの要望※５】 光村文庫前の停止線を引きなおしてほしい

公民館上ゴミ置き場の交差点に停止線を引いてほしい

【市関係課からの見解】 公安委員会へいた進達します。（土木課）
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何をする

おじゃったもんせや夏祭りなどを通じて、高齢者と子ども
のふれあいの場をつくる。

「境浜ふれあい館」の活用策を検討する。
・帰省者等のための休憩施設

光村文庫をふれあいの場として活用する。

地区の高齢者の健康づくり・交流促進のため、境小学校グ
ラウンドを活用する。

様々な年代で健康運動に参加する人を増やす。

地元の食材を活用し、食をとおしたふれあいの場をつく
る。
・なんちゃってDAYサービス
・いきいきサロン
・高齢者食堂の運営

※４ 生活環境課に家庭ごみ分別表などの説明に使用できる資料がございますので、提供

いたします。

また、生涯学習出前講座において、ゴミの分け方・出し方の講座がこざいます。ぜひご

利用ください。

※５ 道路標識に関することは、道路交通法に基づき公安委員会が所管となっており、道

路管理者では設置できないことから、要望に関して市より進達致します。
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境のありたい姿（行動計画）

キ
ー
ワ
ー
ド

ありたい姿 だれが（関わる団体）

境地区公民館
振興会
おじゃったもんせ実行委員会
きばろう会

境地区公民館

境地区公民館
振興会

デジタル専門部

境地区公民館
体育協会

振興会

人
と
の
つ
な
が
り

にぎやかなふれあいの場をつくり
たい

境地区公民館
ふれ愛会

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※６】 光村文庫を地区住民に開放してほしい

【市関係課からの見解】 今後の児童の推移を見て検討いたします。（教育総務課）
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何をする

カラオケや映画上映など、新たなふれあいの場をつくる。

ふれあいの場に参加しやすいよう、声掛けをする。

休憩して雑談できるよう、まちの各所に長いすを設置す
る。

昔の写真を集め、写真展を開催する。

ウォーキングコースを整備する。

子どもが増えるための対策を検討する。
・山村留学
・参加しやすく、子どもが楽しめるイベント
・境地区のPR

遊休地を活用し、地区内外の人が集う場所をつくる。

※６ 現在、境小学校は在校児童がいないため休校中ではありますが、入学対象となる乳幼児がお

られることから、今後再開する可能性があります。

そのため、今後の「学校の在り方」を検討していくなかで、他校の整備と併せて協議させて頂き

たいと考えています。

光村文庫につきましても学校施設であることから、施設及び蔵書管理が必要ですので、常時の開

放は人員を配置しなければならないため現時点では難しいと考えます。

地域の皆様には、市の移動図書館（ふれあい号）が利用できるよう検討いたします。
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境のありたい姿（行動計画）

キ
ー
ワ
ー
ド

ありたい姿 だれが（関わる団体）

地
域
資
源

境地区公民館
振興会

境地区公民館
きばろう会

境地区公民館
振興会
おじゃったもんせ実行委員会
きばろう会

デジタル専門部

地区住民

魅力あふれる境を盛り上げたい

デジタル専門部

≪ 地域から行政等に対する要望及び市関係課等からの見解 ≫

【地域からの要望※７】 グラウンドの水はけの悪さを改善してほしい

【市関係課からの見解】 今後の児童の推移を見て検討いたします。（教育総務課）

【地域からの要望※８】 プール横のトイレを洋式化し、ドアを新調してほしい

【市関係課からの見解】 校舎のトイレをご利用ください。（教育総務課）
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何をする

境の地域資源を活用したイベントを開催する。
・鉄道公園の桜並木を活用したイベント
・若者や子育て世帯が参加できるイベント
・特産品を活かした青空市
・海釣り、花火大会などのイベント

境の魅力を外へ発信する。

棒踊りや六月灯を盛り上げ、子どもたちに継承する。

夏祭りでやぐらを組んで盆踊りを開催する。

境の歴史をまとめた冊子や映像を活用する。

海岸部の環境を整備する。

※７ 現在、境小学校は在校児童がいないため休校中ではありますが、入学対象となる

乳幼児がおられることから、今後再開する可能性があります。

今後の「学校の在り方」を検討していくなかで、他校の整備と併せて協議させて頂き

たいと考えています。

※８ 当面の間は、公民館主事を通じて校舎を開錠していただき、校舎内の洋式トイレ

を利用していただきたいと考えております。

今後につきましては、現在、境小学校は在校児童がいないため休校中ではありますが、

入学対象となる乳幼児がおられることから、今後再開する可能性があります。

そのため、今後の「学校の在り方」を検討していくなかで、他校の整備と併せて協議

させて頂きたいと考えています。
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５ 参考資料

地区の大目標

熱く語れ 大きく動け
人がふれあう 境浜魂

・境づくり計画の策定
・（市内８地区目）

・憩いのベンチ設置

・交通安全のぼり旗設置

・昔の写真展開催

境地区全戸アンケート、境検討会

（公開講座）等を経て、

「境づくり計画（初版）」が完成

しました！

Ｈ26年度

交通安全のぼり旗

Ｈ27年度

横断幕の設置

Ｈ28年度

鮮魚祭、もみほぐし （H27～）

境浜ふれあい館改修

（１）境づくりの歩み（H26～R5）
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平成27年度実施 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業

「つながり広がる境浜の輪プロジェクト」

・「境浜ふるさと本」
・の増刷

・ポスター用ロール
・紙、テント整備

—— 地区住民がつながる境浜づくり事業 ——

・ふれあいの拠点づくり

・ふるさと回帰の盆踊り開催

・郷土冊子の製作

・伝統芸能の伝承

—— 外に広がる境浜づくり事業 ——

・ふれあいの拠点を活用した

地域外との交流促進

・交流イベントにおける商品開発

・桜の名所の魅力発信

盆踊り開催 ふれあい館（内観）

←郷土冊子「境浜ふるさと本」

「境浜ふるさと本」は、ふるさとを次
の世代へ文化を継承することを目
的につくられました。
子どもから大人まで、より多くの幅広
い世代に読んでいただければ幸いで
す。

ふれあい館（外観）

交流促進（商品開発） 桜公園案内板

Ｈ29年度 Ｈ30年度

公民館バザー ポスター制作
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＊ 令和３年度 ＊

・境地域交流会「おじゃったもんせ」

・ごみ収集庫設置

ごみ収集庫設置

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

・境づくり計画の見直し

・鹿児島大学公開講座
・実施

境地域交流会「おじゃったもんせ」

第１回 2021.05.02 フリーマーケット、凧、
一輪車等貸出

第２回 2021.08.01 魚釣り、そうめん流し
第３回 2021.11.28 テント設営、まき割り
第４回 2022.05.01 たまねぎ収穫
第５回 2022.08.07 屋台、船釣り、錦江湾遊覧、

リズム体操（中止）
第６回 2022.11.20 音楽ステージ、笑って体操
第７回 2023.04.30 リズム体操、

赤ちゃんハイハイレース、
サツマイモ植え付け

第８回 2023.08.06 キッチンカー、そうめん流し、
魚釣り（台風で中止）

第９回 2023.11.26 うどん、カレー、
こどもリズム体操

第10回 2024.11.24 キッチンカー、魚釣り

鹿児島大学公開講座
（R１）
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Ｒ５年度Ｒ４年度

危険箇所への
手すり設置

垂水市境地区
防災計画策定

憩いのベンチ設置

・境地域交流会「おじゃったもんせ」

・憩いのベンチ設置

・LED防犯灯整備

・「垂水市境地区防災計画」策定

・境地域交流会
・「おじゃったもんせ」

・危険箇所への手すり
・設置

17



（２）　境づくり計画策定推進委員会名簿

No. 委員氏名
委員会
職名

各種団体等役職名 No. 委員氏名
委員会
職名

各種団体等役職名

1 濵 田 瑞 穂 委員長
境地区公民館長
境老人クラブ会長

17 浜 田 正 人 委員
きばろう会会長
青少年補導委員

2 赤 塚 英 子 副委員長
境地区公民館主事
青少年補導委員

18 浜 田 秀 隆 委員 老 神 神 社 総 代

3 田 村 眞 一 議長
垂 水 市 消 防 団
団 長

19 田 平 茂 秀 委員
牛 根 境 郵 便 局
局 長

4 今 福 春 海 委員 境消防団分団長 20 濵 添 護 委員 青少年補導委員

5 田 村 利 秋 委員 川 下 振 興 会 長 21 浜畑 いさ子 委員 川 下 婦 人 会 長

6 濵添 むつ子 委員 下芦戸振興会長 22 宮 原 智 与 委員 下芦戸婦人会長

7 森 利 春 委員 上芦戸振興会長 23 森 澄 子 委員 上芦戸婦人会長

8 森 早 也 子 委員
田 村 振 興 会 長
民 生 委 員

24 砂 田 英 子 委員 大 園 婦 人 会 長

9 福 徳 茂 人 委員 大 園 振 興 会 長 25 中村 美智代 委員 中 村 婦 人 会 長

10 中村 八重子 委員 中 村 振 興 会 長 26 森 ひ ろ え 委員 中 園 婦 人 会 長

11 新 屋 清 委員 中 園 振 興 会 長 27 山下 真理子 委員 上 園 婦 人 会 長

12 徳 留 和 矢 委員
上 園 振 興 会 長
民 生 委 員

28 下津 サチエ 委員 民 生 委 員

13 森 武 一 委員
境 体 育 協 会 長
交通安全境部会長

29 岩 下 勇 児 委員 体 育 指 導 員

14 徳 留 邦 治 委員 境消防後援会長 30 久 保 五 子 委員
イキイキサロン
元 気 会 代 表

15 田村 まり子 委員
田 村 婦 人 会 長
校区婦人会会計

31 宮 原 安 巳 委員 老 神 神 社 役 員

16 森 山 麻 美 委員 境校区育成会長 32 冨 原 泰 子 委員 老 神 神 社 会 計
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（３） 策定の経過 

主な取組 日 付 会議の名称 
参加 

者数 

・第２期計画策定に取り組むことを決定 R６/４/16 境地区公民館総会 － 

・第２期計画期間の協議 

・行動計画の振り返り 
R６/７/２ 第１回策定推進委員会 27 名 

・行動計画の振り返り R６/７/30 第２回策定推進委員会 28 名 

・第２期計画における方向性、具体的な 

取組の協議 
R６/９/３ 第３回策定推進委員会 25 名 

・具体的な取組、「関わる団体」の協議 R６/10/３ 第４回策定推進委員会 30 名 

・具体的な取組、「関わる団体」の協議 R６/10/29 第５回策定推進委員会 27 名 

・新たな取組の協議 R６/11/26 第６回策定推進委員会 27 名 

・「関わる団体」、市への要望事項の協議 R６/12/20 第７回策定推進委員会 28 名 

・市関係課長等との意見交換 

・「ありたい姿」「地区の大目標」の協議 

・第２期計画書原案の承認・決定 

R７/１/20 第８回策定推進委員会 24 名 
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（４）　私の境づくり

８回に渡る策定推進委員会を経て、「第２期境づくり

計画」が完成しました！

この計画に基づき、今後の境づくりを推進していきま

す。

このページは、自由にご記入ください。

・第２期境づくり計画策定

・

・

・

Ｒ ６ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ８ 年 度

・

・

・

・

Ｒ １０ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ７ 年 度

・

・

・

・

Ｒ ９ 年 度

・

・

・

・

Ｒ １１ 年 度
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熱く語れ 大きく動け 

人がふれあう 境浜魂 
 

第２期境づくり計画 

 
発 行 年 月 令和７年１月 

編集・発行 境づくり計画策定推進委員会 

〒899-4631 

鹿児島県垂水市牛根境 1257-1 

☎0994-36-3414 

協 働 制 作 垂水市役所関係各課 

企画政策課地域振興係 

 

 

 私たちは、平成 26 年度に 10 年間の地域振興計画「境づくり計画」を策定し、地域づ

くりに取り組んできました。 

 行動計画に基づき、境浜ふれあい館の整備や約 30 年ぶりの盆踊り復活、境地域交流会

「おじゃったもんせ」開催など、地域活性化につながる様々な取組を実施してきました。 

 

 境づくり計画の計画期間が終了した今回、これからの地域づくりについて考え、さら

に発展させていくため、第２期境づくり計画の策定に取り組みました。 

 これまでに実施してきた行動計画の振り返りを行い、既存の行動計画の充実を図り、

次の５年への想いを新たな行動計画として加え、ここに第２期計画が完成しました。 

私たちは、地区の大目標実現のため、この第２期境づくり計画により、これまで以上

に協力し、魅力あふれる境づくりに取り組んでいきたいと思います。 

  

 最後に、多忙な中、第２期境づくり計画に携わっていただいた委員の皆様、市役所関

係各課の皆様に、心から感謝申し上げます。 

 

 

令和７年１月 20 日 

境づくり計画策定推進委員会 

委員長 濵田 瑞穂 

あとがき 
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